
石川県を訪ねてきました（その２・石川県の自然） 

１ この度の大水害で感じたこと 
1-1 震災、今度は水害、何故⁉

去る 9/1 号に続いて、末筆ながら、8 月に訪れた石川県の歴史と自然についてご紹介させていただ

こうと考えていました。そんな矢先の、奥能登地方の豪雨と洪水、この数日、連日連夜、マスコミで

報道されています。何故震災があったばかりの同じ地域に、今度は水害⁉ 心が折れそう！ もう涙

も出ない！ そんな被災地の方々の思い、悲痛な叫び、本当に共感せずにはいられません。テレビに

映し出されている光景、８月に視てきたあの場所ではないかと思うこと度々です。 

被災された方々の復旧復興、一日でも早く、安らかに過ごせる日常が戻ることを願わずにはいられ

ません。遠い道のりかも知れませんが。 

1-2 能登半島の地形と標高

テレビに映し出されている濁流の映像が、妙に、頭の中に焼き付いています。にわか仕込みの知識、

浅はかな考え！ほとんどそのようなものですが、少し調べてみることにしました。 

図１は石川県全図、図２は奥能登地方の地形図です。ピンク色部分が標高 

500mほど（最高標高 567ｍ）、赤色部分が 300～400ｍ、黄色部分が 

200ｍ前後、緑色部分が 100ｍ前後です。私たちが暮らす房総よりも平均的 

に高標高で、平地が少ないことが分 

かります。 

1-3 河川の特徴と洪水

1-2 能登半島の地形と 図３は輪島市を流れる河原田川

（流路延長約 19㎞）、図４は能登町 

を流れる山田川、図５は輪島市を流 

れる町野川（同 22㎞）、図６は珠洲 

市を流れる若山川（同17㎞）です。

いずれも報道で洪水が伝えられている河川です。源流域の標高は 200～500ｍ。22 日までの珠洲市

の 48時間降水量は 394㎜、輪島市では 499㎜でした。 

因みに、1 年前茂原市を襲った水害の折りの降水量が 405 ㎜、一宮川の流路延長は約 37 ㎞、周囲

の標高は 200m 以下、言うまでもなく平坦な地形が多くを占め、激しい濁流はあまり考えられません。

既に報道されていますが、奥能登では、距離に比して標高が高い地形に囲まれた狭い流域で、これま

でにない想定を超えた雨が降って、一気に濁流となって町を襲った、と考えることができそうです。 

毎年、全国各地で大雨による大洪水が発生し、テレビでその光景を目にします。筆者の故郷、静岡

市の安倍川（延長 53 ㎞、標高差 2,000m）の中流域でも、子どもの頃、台風が襲来する度に、広い

河原の幅（150m前後）一杯に広がっていた濁流の光景を、今でも覚えています。 

奥能登各地で起きた濁流の光景、小河川にもかか 

わらず、大河川のそれらを思い起こさせます。 
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２ 白山登山 
2-1 白山へのあこがれ

8 月中旬に白山を訪れました。白山は、石川県の最南部に位置し

する活火山で、「白山」の名は、最高峰の御前峰（標高

2,702m）、剣ヶ峰（同 2,677m）と大汝峰（同 2,684m）を中

心とした総称です。富士山、立

山とともに日本三霊山の一つと

され、一帯が白山国立公園に指

定されています。一年の多くが

白い雪に覆われ、それが語源となり、信仰の所以となっています。 

学生の頃、厳冬の穂高連峰では、ほぼ真西に見える白山が雲に隠

れると、間もなく穂高周辺も悪天候となる、とよく話題にしました。

それ以来、遠くて白く輝く、憧れの存在でした。 

2-2 白山の植物

「白山の高山植物」（石川県白山自然保護センター、平成 3 年）

によりますと、「ハクサン」の付く植物名は、高山植物を中心に 18

種（当時）に上るそうです。また、亜高山帯針葉樹林でよく見られ

るゴゼンタチバナの「ゴゼン」は

御前の意、オヤマリンドウの「オ

ヤマ」は御山の意で、いずれも白

山に由来しているそうです。 

写真１～４は、いずれもこの度見られた関連の植物たちです。 

室堂付近では、多くのクロユリが見られましたが、既に花期は過

ぎていました。他にも多くの高山植物を楽しむことができました。 

2-3 白山で出会った人たち

子ども連れ、若者たち、高齢夫婦など、老若男女様々な人たちに出会いました。埼玉県から車で来

て、この度が７回目と言う女性。兵庫県からバイクで来て、テント泊の若者。子どもや若者からはエ

ネルギーをいただき、高齢者同士は励まし合って、楽しく充実した時間を過ごすことができました。

2-4 白山までの交通と登山コース

週末には金沢駅から朝 6時台に直行バ

ス（所要２時間）が出ています。途中で

シャトルバスに乗り換えて 15分ほどで、

登山口の別当出合に着きます。環境保全 

のため平日以外は自家用車は入れません。 

別当出合から白山山頂（御前峰）まで、 

歩程 5時間ほど。室堂にあるビジターセ 

ンター（山小屋）に泊まることができま

す。基本的に相部屋です。ここに泊まれ 

ば、ゆっくり余裕を持って高山植物など 

を楽しむことができます。この度は、相 

部屋が苦手なので、頑張って日帰り山行（全行程 12時間ほど、標高差 1,440mほど）にしました。 

（記：茂原市 望月） 

白山パンフレットより 

ハクサンフウロ
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覆ったり、開いたり 

９月７日に稲毛海浜公園で行った観察会での出来事です。スタートして最初にジョロウグモのアミを

観察しました。クモは苦手という人が多く、この日も聞いてみました。私の班では一人いました。そこ

で思い出したのが１０月まで開催している昆虫マニアック展でのことです。今回の展示は、お笑いコン

ビのアンガールズ山根さんが昨年１１月に発見した新種の昆虫模型も展示されるなど前宣伝が行き届い

ていたこともあり、超マニアックな展覧会が知れわたっていました。平日でも夏休み中とあって幼児・

小学生が親に付き添ってもらう姿が思いのほか目立ちました。嬉々として観覧に訪れた子どもたちには

どのように映ったのでしょうか。 

さて、マニアック展のクモのコーナーで、「スゴイネ、スゴイネ」と言いながら左手で目を覆い、「見

たくないから見ないぞ」モードに入ったのではないかと思われる女性が通り過ぎていきました。無言で

通り過ぎればいいものを、連れの子どもの手前、何らかの反応を示す必要があったのでしょうか。「ス

ゴイネ」でクモの邪気を払いのけようとしていたのかもしれません。素直な反応だったと思います。 

稲毛海浜公園の話に戻って、参加者にジョロウグモについて説明を加えました。頭が下にある、オス

が網の端っこにいる、オスは体が小さい、アミに使っている糸には縦糸と横糸があって、横糸がネバネ

バしていました。クモの腹は赤くなり、個体によって次第に大きくなっていく様子が見てわかりまし

た。 

この日の目的は虫と友達になるでしたので、広場で荷物を下ろしてみんなに円状に並んでもらい「せ

ーの」の掛け声で真ん中に敷いたシートに向かって囲い込んで虫たちを追い込んでいく追い込み漁をや

ってみました。バッタ類が音を立てて逃げまどいながら、真ん中のシートに集まってきました。すると

小さなお友達でも捕虫できることができました。もう一度やると効果があるかなと思いました。その

後、捕虫アミを持ってきた子どもたちに３０分ほどアミを振ってもらいました。 

観察会の最後に参加者に感想の聞き取りを行いました。「初めて海浜公園に来ました。昆虫採集も初

めてでした」ということだったので「虫はどうですか」と畳みかけると「子どもが好きそうなので、何

とかできそう」ということでした、「無理

せずに」と返しました。別の参加者は

「これまで、ほかの目的で来ていたが、

こんなに近くで昆虫や植物がみられる」

とのことだったので「近所ならまた来て

ください」と付け加えました。 

（松戸市 藤田 隆） 

3

　　会員の広場51号(2024年10月）



世界に一つだけの花 

下のサツキは我が家のオリジナル品種で世界に一つだけの花です。これらは育種を目指して人工交配した訳で

は無く、蜂が勝手に花粉を運び、種がこぼれて自然に発芽したものです。商売人なら系統不明の駄物として処分

するでしょうが、縁あって我が家の一員になった花ですから 10年以上世話を続けています。 

品種名は本来ならサツキ団体に新品種としての登録申請をして、審査に通る必要があります。 

団体に属さない個人では登録申請さえできませんが、自分だけで楽しむのには未登録でも問題ありません。 

まだ花の咲かない幼木も出番を待っています。               佐倉市 坂本 文雄  

渓の涼風  瀬音に混じりカジカの声も聞こえそう 伏見白  這松のように低く茂るので伏して見る 

矢谷  有名品種の八咫の鏡に似ている 波平  並みで平凡 サツキに多い花の芸 

金太郎  丈夫で育てやすい 名札は特注 １枚２２０円でした 
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